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東大ア式蹴球部 東京都大学リーグ 1部優勝！ 

20１１年度の東京都大学サッカー連盟１部リーグ戦は、8 月 28 日から 10 月 23 日まで行われ、

東京大学は、5 勝 2 敗 2 分け勝ち点 17 で優勝しました。1978 年関東 2 部から陥落してから東京

都 1 部リーグでの優勝は初めてのことです。（東京都 2 部では 1985 年、2000 年の 2 回優勝して

います） 

序盤は、第 1 戦の亜細亜に●、第 2 戦の東経大に△とやきもきさせましたが、第 3 戦の山梨

学院大に 3-1 で○としたあとはエンジンがかかり始め、第 4 戦の明学大に惜しくも 3-3 で△、第 5

戦の玉川大に 1-0 で○、第 6 戦の立正大を 3-2 で○、第７戦の立教大に 2-１で○と 3 連勝を果

たしました。関東大会が見え始めた第 8 戦の東農大には、0-1 で●と取りこぼしてしまいました。

そのときの上位校すべてに優勝のチャンスがあった最終第 9 戦、帝京大を 2-1 で○として、念願

の優勝を果たしました。最終（帝京大）戦後の試合講評をア式蹴球部メルマガより抄録します。 

【林健太郎コーチ】 

秋季を今まで戦ってきて、東大はやはり上に行くべきチームだというのが正直な思いだし、今

日の試合でそれを証明することが出来た。本当におめでとう。しかし目標はまだ先にある。今まで

通り一日一日を大切にして、関東大会に向けて良い準備をしていこう。 

【胡内監督】 

選手と強い信頼関係を築いてきた林コーチ、自分の研究の時間を割いて部活を優先する院

生コーチ、一番遅くまで部室に残り選手をケアしてくれるトレーナー、選手よりも先に部室にきて

練習や試合の環境を整えてくれるマネージャー、たとえ出られなくても腐らずに自分たちにできる

ことをやろうとする選手たち、自分のため、仲間のために走り続ける選手たち、このチームを支え

るものをあげたらキリがありません。つかみ取った栄光と喜びを、さらなる高みへのモチベーショ

ンとして、関東大会に挑んでいきたいと思います。 

 2011 年度東京都大学サッカー１部リーグ戦成績  

順位  チーム 勝点 試合数 勝 負 引 得点 失点 得失点
1 東京大学 17 9 5 2 2 15 13 2
2 山梨学院大学 16 9 5 3 1 26 17 9
3 亜細亜大学 16 9 5 3 1 14 10 4
4 東京農業大学 16 9 5 3 1 13 11 2
5 明治学院大学 15 9 4 2 3 17 14 3
6 立教大学 14 9 4 3 2 13 10 3
7 玉川大学 11 9 3 4 2 10 15 -5
8 立正大学 10 9 3 5 1 18 17 1
9 帝京大学 8 9 2 5 2 10 14 -4
10 東京経済大学 3 9 0 6 3 9 24 -15  
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京都大学定期戦 

第 62回東大―京大定期戦は 7月 31日(日)御殿下グラウンドで行われました。3-0（1-0）

で勝利し、通算成績を 33 勝 13敗 16分としました。2軍戦、3軍戦も勝利しました。 

OB戦は、前日農学部グラウンドにおいて前夜祭と称して京大 OBと練習試合を行い、本戦

では疲労のせいか敗れました。 

東大のスターティングイレブンです。秋季リーグ戦もこのメンバーが基軸で戦いました。 

 
三浦   久保  宮川  道喜   片山 石井 浅井 田中 長尾 今泉 森元 

関東大会で無念の敗退 

関東リーグへの昇格をかけた関東大学サッカー大会が 11 月 3 日から 11 月 19 日に群馬県で

行われ、東大は予選リーグ B ブロックで、平成国際大に 0-2 で●、産能大に 2-3 で●、亜細亜大

に 1-0 で○として、昇格決定戦には進めませんでした。A、B ブロックの 1 位、2 位の決定戦で勝

利した亜細亜大と平成国際大が関東 2 部昇格となりました。 

東洋大学板倉キャンパス・太田市運動公園会場
Aブロック 東国大 作新大 山学大 明海大 勝点 得点 失点 得失点 順位

東京国際大学 - 0 △ 0 2 ○ 1 4 ○ 1 7 6 2 4 1
作新学院大学 0 △ 0 - 1 △ 1 2 ○ 1 5 3 2 1 2
山梨学院大学 1 ● 2 1 △ 1 - 1 △ 1 2 3 7 -4 3
明海大学 1 ● 4 1 ● 2 1 △ 1 - 1 3 4 -1 4

上武大学伊勢崎キャンパス会場
Bブロック 平国大 亜大 産能大 東京大 勝点 得点 失点 得失点 順位

平成国際大学 - 0 ● 1 2 ○ 1 2 ○ 0 6 4 2 2 1
亜細亜大学 1 ○ 0 - 2 ○ 1 0 ● 1 6 3 2 1 2
産業能率大学 1 ● 2 1 ● 2 - 3 ○ 2 3 5 6 -1 3
東京大学 0 ● 2 1 ○ 0 2 ● 3 - 3 3 5 -2 4

参入決定戦　群馬県営敷島サッカー場　（11月19日　第1試合11:30　第2試合13:50)
第1試合 東京国際大学(Aブロック1位）　0-2(0-1)　亜細亜大学（Bブロック2位）
第2試合 平成国際大学(Bブロック1位）　2-0(1-0)　作新学院大学（Aブロック2位）  

関東 2 部からの降格は城西大と國學院大、であり、東京都 1 部から 2 部への降格は帝京大、

東経大、東京都 1 部への昇格は大東大、成蹊大と決まりました。したがって、来期の東京都大学

サッカーリーグ 1 部は、國學院大、東大、山梨学院大、東農大、明学大、立教大、玉川大、立正

大、大東大、成蹊大の 10 校となりました。 



東京都一部リーグ優勝記念特別寄付金のお願い 

LB会理事長 浅見俊雄 

本会報の一面に掲載されているように、東京大学ア式蹴球部はこの秋の東京都 1部リー

グで優勝という素晴らしい成績を収めました。しかしそのあとの８校で戦った関東リーグ

への昇格を争う大会では、4校ずつの予選リーグで善戦はしたものの 1 勝 2敗の成績で、

残念ながら関東リーグへの復帰は果たせませんでした。 

東大はこれまでに東京都 1部で 17シーズン戦っていますが、優勝したのは初めてのこと

です。2年前に 2位ながら 1部に自動昇格したときは、昇格祝賀会を催し寄付も募りまし

たが、今回は関東復帰を果たすことができなかったので、より上の 1部での優勝ではあっ

ても、祝賀会は関東昇格を実現した時に盛大にやろうと思っています。 

現役チームは本年度新たに林健太郎さんをコーチに迎え、また藪内総監督、胡内監督、

OB コーチなどの指導陣、さらには試合に出られない部員たちが一体となって、戦える集団

に成長しました。しかし関東復帰の夢を現実のものとするには、現役のプレーの質と闘う

姿勢をさらに一段と高める必要があると感じています。そのためには今まで以上のことを

する必要がありますが、そうした取り組みには金銭面での支出増が当然考えられます。現

に現役側からはスポット的でもいいから GKコーチの指導を受けたいという要望もあがっ

ています。 

 関東復帰は、現役はもちろんのことですが、LB 会の長年の悲願でもあります。そこで 12

月 3日に開催された東大 LB会理事会では、関東復帰のための現役への金銭的な支援を一層

充実させるための原資として、また優勝したことへのお祝いの意味も込めて、会員から特

別寄付金を募ることを決定しました。 

 こうした趣旨を十分にご理解いただいて、寄付への、それも一口でも多くのご協力をお

願いする次第です。また会費の納入状況も別に記載されておりますので、未納の方は別途

納入されるようお願いします。 

 

東京都一部リーグ優勝記念特別寄付金の募集要項 

・ 一口 5 千円とし、余裕のある方は何口でもお願いします。 

すでに 10 万円の寄付を寄せられた方があります。 

・ ゆうちょ銀行ならびに都市銀行の口座に振り込みを原則とします。 

・ ゆうちょ銀行への振込は同封した振込票を利用してください。 

・ 都市銀行口座は以下の 2 ヵ所です。名義人はどちらも「東大 LB 会」です。   

「みずほ銀行日本橋支店（０３８）（普通預金）番号：２２１３９２０」 

「三菱東京 UFJ 銀行日本橋支店（０２０）（普通預金）番号：５１２５３１１」 

 寄付の期限は 2012年 2月末までとします。 

 



御殿下ルネサンスプロジェクト（GRP）の進捗状況 

前回の LB 会報第 7 号（2011 年 4 月）でお知らせした件の続報です。御殿下グラウンド付

帯施設とグラウンド管理委託の件について、2011 年 12 月１日に、東京大学渉外本部杉山本

部長（副理事）からのような説明がありました。（文責：手島） 

 すでに説明したことであるが、LB 会提案の構想（七徳堂脇にクラブハウス、病院側に観覧

席）は、現在進行中の地下駐車場計画のため進めること叶わず､次善の策を検討してきた。

御殿下グラウンド脇（現在用具置き場）にトレーラーハウスのような建物（クラブハウス）を作

る案は、寄付金を集めて仮設建物をたてるというのはまずいという学内の声があり断念した。 

 しかしながら、グラウンド利用者が外で更衣している現状の改善は急務であるので、対策を

考えてきた。御殿下記念館のシャワー施設を日曜日に使うことで対応する。この方向で学生

課体育チームが検討している。この対策案は近日中に決定するが、学内規則の改定などが

あるので、来年の夏に始める予定である。 

 御殿下記念館のシャワー６基、更衣室、ミーティングスペースを、グラウンド利用者がほかの

施設に立ち入らないように管理する方法を考えている。現在カビだらけのシャワー室をきれい

にする予算は既に決まっている。この対策にかかる費用（警備員をおく、施設の維持費用）は

寄付金で賄うことはしない。使用料をとることで賄う。 

 LB 会から提案のあったグラウンドの管理委託の件は、現在検討中の運動会の法人化問題

が決着してからの話である。 

 体育施設の充実のためにも、運動部活動支援のためにも資金が必要である。東大基金では

本年９月にスポーツ振興基金を立ち上げた。ア式蹴球部にも野球部がすでに実績を上げて

いるスポーツ振興基金のスキームを利用してほしい。東大 LB 会へ要望する。 

 東大野球部は東大球場の人工芝張り替えのため 7500 万円が必要であるため芝基金を作っ

て金集めした。OB が 2000 万円、企業の寄付 3500 万円、東大基金 1000 万円、東大の予算

1000 万円で来年早々に工事することになっている。 

12 月 3 日の東大ＬＢ会理事会で GRP ならびにグラウンド管理委託問題の現状報告が了承されま

した。杉山氏から要望のあった、東大基金スポーツ振興基金については、ア式蹴球部支援口座を設

けることを議決しました。今後 LB 会事務局が東大基金と協議して口座設置手続き進めます。詳細決

まり次第、LB 会員に通知いたします。東大スポーツ振興基金の構成は下図の通りです。東大の HP

をご覧ください。（http://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt15.html） 

 

http://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt15.html


平成 23年度ＬＢ会費未納入の方へのお願い 

11 月 27 日現在で、288 人から 359.9 万円納入頂きました。後掲の納入者一覧表をご覧ください。

昨年最終実績と比べると 80 万円不足しています。LB 会としては､現役への充分な支援とその他の

LB会の活動の実施を考えた時､財政基盤は未だ脆弱なものと言わざるを得ません｡改めて､これまで

会費をお納め頂いてない方に会費の納入をお願いします｡各期の代議員の方には、是非同期の方の

納入及び、口座振替手続き促進をお願いします。 

なお、リーグ戦、関東大会を終えた現役部員に協力してもらい、未納の LB会員に納入の呼びか

けをしています。この呼びかけに応じて納入していただいた方々の納入実績はこの納入者一覧表に

は未掲載です。 

会費の金額は､1 口 3千円を 4口以上でお願いします｡ 

下記の銀行の振込先口座へ振り込みをしてください。 

【振込先口座】 口座名義人はいずれも“東大 LB会” 

① みずほ銀行日本橋支店（038）（普通預金）番号：2213920 

② 三菱東京ＵＦＪ銀行日本橋支店（020）（普通預金）番号：5125311 

【会費担当者】吉澤 伸明（S50年卒）携帯： 090-7395－9559 メール： aya8423@opal.dti.ne.jp 

  

LB 会 2012 年の予定（＊は未確定） 

1 月 8 日(土) 12:00-15:00  初蹴り会(農学部グラウンド) 

1 月 15日(日) 16:00-18:00  千葉大学サッカー部 OB交流試合(LB50～70)（フクダ電子アリーナ） 

2 月 4 日(土） 13:00-15:00 ＬＢ会理事会（学士会館＊） 

3 月 3 日(土)  10:00-12:00 ＬＢ会社員総会（山上会館＊） 

5 月 20 日(土) 5 月 21 日(日)＊ 五月祭でサッカーシンポジウム 

10月 20 日(土)  ホームカミングデイ・サッカーフェスティバル  

 

訃報 

ここに謹んでお知らせするとともに、衷心より、哀悼の意を表します。（敬称略） 

卒年         氏名       ご逝去日 

     昭和 30 年      柴沼 晋     2011 年 6 月 5 日 
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牛木素吉郎氏日本サッカー殿堂入り 

8月 9日、日本サッカー協会は、第８回日本サッカー殿堂に牛木素吉郎氏を含む３名

を掲額することを決定し、9月 12日に掲額式典が行われました。 

日本サッカー殿堂入りした東大 LB は以下の 9 人になりました。カッコ内は卒業年。 

新田純興(T11)、野津謙(T12)、竹腰重丸(S4)、篠島秀雄(S6)、手島志郎(S7)、 

竹内悌三(S7)、岡野俊一郎(S32)、浅見俊雄(S31)、牛木素吉郎(S31) 

日本サッカー協会の Web から牛木さんのプロフィールを紹介します。

（http://www.jfa.or.jp/jfa/topics/2011/122.html） 

 

●1932年6月12日、新潟県生まれ  

新潟県立新潟高校、東京大学文学部社会学科卒業。東大ア式蹴球部主務。東京新聞、読売

新聞でスポーツ記者を務め、50年以上にわたってスポーツジャーナリストとして活動。 

1970年代半ばまで日本サッカー協会機関誌『サッカー』の編集に携わる一方、『サッカー

マガジン』誌（ベースボール・マガジン社）では、1966年の創刊以来40年間にわたって時

評を連載して日本のサッカー界のオピニオンリーダーとなり、Ｊリーグ時代につながる「サ

ッカーという文化の考え方」を説いてきた。  

学校と企業に依存していた日本のスポーツを「クラブ化」することのメリットを訴え、自

ら読売サッカークラブの創設（1969年）に尽力。アマチュアリズム至上主義の不合理性に

目をつけ、プロフェッショナルとアマチュアが健全な形で共存することがサッカーという  

競技のあるべき姿であることを主張し続けた。  

海外サッカーの情報がほとんどなかった1958年にワールドカップを新聞で紹介し、1970年

メキシコ大会以来11大会連続して現地取材。1970年大会を題材とした日本で初めてのワー

ルドカップに関する書籍『サッカー 世界のプレー』（講談社）をまとめてワールドカップ

に関する知識を広めるとともに、70年代から繰り返しワールドカップ日本開催の夢を語っ

てきた。  

メディア人として後生に記録を残すことの重要さを意識し、1965年の１シーズン目からの

「日本サッカーリーグ年鑑」の発行を強く推進。また、現在日本のサッカーで広く使われ

ている「試合記録用紙」の開発は、地味ながら忘れてはならない重要な業績と言える。  

新聞社退職後には、「ビバ！サッカー研究会」「日本サッカー史研究会」を主宰し、広く

一般のファンの参加を求めてサッカー知識の普及に努めている。 

牛木 素吉郎 Sokichiro USHIKI 

 

＜主な掲額理由＞ サッカージャーナリストの草

分け。FIFA ワールドカップは 1970年メキシコ大会

から取材し、新聞、雑誌などのメディアを通じて、

日本サッカー界への提言を続けている。 

http://www.jfa.or.jp/jfa/topics/2011/122.html


東大 LB会のホームページ写真の追加説明 

東大 LB会のホームページ(http://www.lbsoccer.org/)の表紙の写真につけられた文が説

明不十分だと写真提供者の山本修さん（S31）から以下の指摘があり、説明を追加します。 

 
関東大学リーグの試合（御殿下グラウンド) 

1956 年（昭和 31 年） 

写真提供者：山本修氏（S31卒）のことば 

昭和 31年 12月１日 関東大学リーグ１部最終戦（東大１－４農大）の写真です。これが

関東大学１部リーグ最後の試合でした。ＬＷ山本のコーナーキックをＬＩ嶋田がヘディン

グで先取得点のシーンで、嶋田の向かって右はＣＦ津田、左はＲＩ五十嵐（故人）とＲＷ

福田（故人）です。最終戦の前に最下位決定、入替戦に備えてメンバーを大幅に変更して、

ＲＷ福田、ＣＦ津田、ＬＷ山本の新しい布陣で臨んだ試合でした。この試合、先取得点す

るなど、それまでの試合にくらべて善戦したことから、翌週 12月９日の入替戦；対法政大

も同じ布陣で戦いましたが、残念ながら敗退し、２部降格が決定しました。 

2011.5.3 東早慶 3 大学対抗 

 

後列：黒沢、中谷、武田、南谷、宮路、加川、山中、宮崎、松下、広瀬、堀井、田中、牛

窪、山本(昇)、小野田、櫻井、岸戸、宮武、清木、池森 

中列：田名、手島、上妻、八林、藤井、小川、俵、小林 

前列：金丸、石田、福田、畔柳、西野、山本(修)、折原、津田、八田、坂井、小西 

最前列：杉浦、戸井、岡田、吉野 

http://www.lbsoccer.org/


2011．5.21-22 古河市マスターズサッカー大会 

LB60 の参加者 16 名：樋口、石田、伊藤、坂井、熊谷、石田、藪内、八林、清木、 櫻井、

戸井、手島、黒沢、俵、上妻、岡田。LB50の参加者 12名： 松下、山中、田中、宮武、南

谷、小野田、池森、岸戸、福田、牛窪、中谷、荒川。 

2011．7.30 京大戦前夜祭 

東大農学部グラウンドにて京大戦前夜祭試合を京大 OBチームと行い、その後農学部内レス

トランにおいて両校 OBの懇親会があり、空前の盛り上がりを見せました。試合の参加者

36 名（京大は 39名）、懇親会の参加者 27名（京大は 26名）、２名からは当日不参加なが

らご寄付を頂戴しました。試合および懇親会の参加者を卒年順に示します。   

川辺 (S29)浅見(S31)牛木(S31)西野(S33)畔柳(S34)樋口(S40)藤井(S41)坂井(S42)熊谷

(S42)小西(S43)藪内(S44)北川(S44)武田(S45)清木(S46)戸井(S47)手島(S47)黒沢(S47)宮

路(S47)上妻(S48)内田(S49)田名(S49)山辺(S50)松下(S50)吉澤(S50)田中(S51)南谷(S51)

堀井(S51)堀井奥様,池森(S51)小野田(S51)藤原(S52)加川(S53)岸戸(S54)宮崎(S55)福田

(S56)田中(S56)牛窪(S56)坂田(S57)中谷(S58)末永(S63) 

2011.9.10-11 第１８回スーパーエイジサッカー大会 in 刈谷 

 
後列：宮路、小川、俵、中尾、藤井、岡田、石田、小原、櫻井 

前列：山辺、熊谷、樋口、戸井、手島、坂井、小林 

(写真はベテランの部 2日目参加者｡他にロイヤルの部に､折原、川邊、伊野部、西野が参加) 

2011.10.29 ホームカミングデイ 

第 10 回東大ホームカミングデイはこれまで 11 月の雨にたたられた経験から 10 月 29

日(土)開催となりました。晴れた御殿下グラウンドで、サッカーフェスティバルが行

われました。 

兵頭さん(S50 卒)の指導でサッカー教室を行った後、11時から藤枝 FC、12時半から東

大スポ愛 OBと親善試合を行いました。それぞれ試合の後、招待チームとの懇親会を山

上会館で開きました。若手チームは対戦チームが見つからず、紅白戦を行いました。 



 

2011.11.3 東早慶 3 大学超 OB 戦 

11 月 3 日(祝) 仙川第一生命相娯園で、早稲田、慶応との定期戦を行いました。参加者は、合計

３９名で早慶を圧倒しました。 

 

後列：伊野部、岸戸、梅村、小西、黒沢、末永、上妻、松下、山辺、清木、吉澤、中谷、内田、吉野、宮崎 

中列：田名、八林、小林、藤井、渡辺、香山、手島、俵、坂井、加川、宮路、桜井、小野田、戸井 

前列：八田、畔柳、中島、川辺、折原、山本、嶋田、樋口、池森 

LB50-60 藤枝遠征 

11 月 12 日(土)晴 藤枝明誠高校の人工芝グラウンドを会場にして、強豪藤枝フットボールク

ラブと 20 分 6 本勝負を行いました。参加者は、樋口、坂井、小川、小西、中尾、北川、小原、清

木、櫻井、金丸、黒沢、手島、 戸井、俵、宮路、上妻、岡田、山辺、松下、吉澤、小野田、池森、

杉浦、南谷、宮武、田中、潜道、井田、岸戸、青山、宮崎、福田の合計 32 名。史上最多で 3 チ

ームを編成できました。がん闘病中の杉浦（Ｓ５１卒）が名古屋から参加し、元気な姿でプレー

しました。試合後、藤枝ＦＣメンバーと寿司の山内屋で懇親会を行いました。翌日ゴルフをする

メンバーを中心に金丸（S46）邸でサッカー談義に花を咲かせました。 

 

小原     黒沢  岡田  小川   俵  小西  手島 上妻 北川 清木 手島  金丸 


